


（２）学生の異動について 

研究科長より，「資料２」に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認した。 

（３）本研究科基幹講座及び協力講座に属さない教員の本研究科担当について 

研究科長より，「資料３」に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認した。 

（４）平成２２年９月修士課程修了予定者の論文審査員指名について 

研究科長より，「資料４」に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認した。 

（５）平成２２年９月博士課程修了予定者の論文受理及び論文審査員指名について 

研究科長より，「資料５」に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認した。 

（６）博士課程修了の認定及び学位授与について（22 条） 

研究科長より，「資料６」に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認した。 

（７）平成２２年１２月大学院社会理工学研究科修士課程及び博士課程修了関係事務日程（案）

について 

研究科長より，「資料７」に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認した。 

（８）科目等履修生の除籍について 

研究科長より，「資料８」に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認した。 

（９）短期交換学生について 

研究科長より，「資料９」に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認した。 

（10）研究生（第 7 種、第 8 種）の入学について 

研究科長より，「資料１０」に基づき説明があり，審議の結果，原案のとおりこれを承認した。 

 

２． 報告事項 

（１）学生交流協定に基づく授業科目履修希望者について 
研究科長より、「資料１１」に基づき，説明・報告があった。 

（２）教育研究評議会（７月２日（金）開催） 
副研究科長より、「資料１２」に基づき，重要と思われる事項について説明・報告があった。 
（審議事項） 

ア スパコングリーン化技術の大規模実証研究の連携・協力に関する協定について 
イ 「東京工業大学大学院研究科等における連携大学院講座に準ずる学外研究機関との準

連携協力に基づく研究教育の実施に関する要項」第２条に基づく承認申請について 
ウ 寄附講座の設置について 
エ 共同研究部門の設置について 
オ 大学教員の懲戒処分について 

（報告事項） 
ア 平成２３年度東京工業大学入学者選抜試験実施日程等一覧について 

イ 東京工業大学学部入学説明会の開催について  

ウ 平成２３年度大学院修士課程入学試験等志願状況について 



エ 国立大学法人学長・大学共同利用機関法人機構長等会議について 

オ 平成２１年度学長裁量経費について 
カ 各部局等における教員人事（専任講師以上）の報告について 

（教育研究に関する諸問題について） 

（その他） 

ア 次回開催について 

（３）部局長等会議 

    研究科長より、「資料１３-1」及び「資料１３-2」に基づき，重要と思われる事項について説明・

報告があった。 

【６月１８日（金）開催】 

（意見交換事項） 

ア 各部局の平成２２年度活動計画について  

（報告・連絡事項） 

イ 平成２２年度監事監査について 

ウ 平成２２年度東京工業大学研究発表会及び男女共同参画等パネルディスカッション

実施について 
エ 大学生協でのハラールメニューの提供について 

オ 大学パートナーシップ等について 
カ 奨学寄付金受入審査会における受入金額の推移について 
キ 平成２２年度研究助成等一覧（H22. 5.28～H22.6.10 受付分）について 

（部局等の現状と問題点について） 

（その他） 

ア 次回開催について 

  【７月２日（金）開催】 

（意見交換事項） 

（報告・連絡事項） 

ア グローバルドクター教育院（仮称）構想について 
イ 平成２２年度定期監査計画について 
ウ BS 日テレでの本学紹介番組について 

エ 個人情報漏えいの防止について 

オ 平成２１年度業務改善の実施結果について 

カ 平成２２年度研究助成等一覧（H22.6.11－H22.6.24 受付分）について 

（部局等の現状と問題点について） 

（その他） 

ア 次回開催について 

 



（４）専攻長会議関係 

ア 助教の任用について 

研究科長より、「資料１４」に基づき報告があった。 

 

３．その他 

（１）ランチョンセミナーについて 

副研究科長より、7/28 開催のランチョンセミナーについて案内があった。 

（２）外国人留学生向け事業紹介パンフレット（ＰＲＯＳＰＥＣＴＵＳ）について 

   本研究科国際大学院プログラム運営協議会主査より、本研究科の「ＰＲＯＳＰＥＣＴＵＳ」を作

成したことの説明があり、各方面に案内願う旨要請があった。 

（３）大学パートナーシップについて 

構成員より、美術館・博物館の大学パートナーシップについて、対象館によっては利用者特

に教職員に制限を設けている場合があるので、大学教職員が広く利用できるよう、色々な場で

申し入れるべきとの意見があった。 

 

 

以 上 


